
令和６年度八幡市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（企業版ふるさと納税）

について 

 

企業版ふるさと納税は、国が認定した「地域再生計画」に基づき地方公共団体が実施する

地方創生に関する事業に対し企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控除を行う

仕組みです。損金算入による軽減効果（寄附額の約 3 割）と合わせて最大約 9 割が削減さ

れ、実質的な企業の負担が約 1割まで圧縮されるなど、活用のメリットも大きくなっていま

す。 

令和６年度においては、以下のとおり寄附をいただき、全額を基金に積み立てました。 

 

【寄附実績および活用状況】 

寄附活用事業 R6寄附金額 R6活用状況 過年度分活用状況 
R6年度末時

点基金残高 

子どもが輝く未

来の創生事業 

 

2件 800千円 全額「ふるさとづくり

事業基金（企業版ふる

さと応援基金）」へ積

立。 

― 10,800千円 

健幸都市の創生

事業 

1件 200千円 ― 200千円 

観幸のまちの創

生事業 

4件 2,900千円 令和6年度「防災対策費（ト

イレカー整備分）：25,900

千円」へ充当。 

【充当額：3,800千円】 

※詳細については参考資

料 1をご参照ください。 

2,900千円 

みんなで創る多

機能な力を有し

たまちの創生事

業 

6件 2,800千円 令和 6年度「外国人が暮ら

しやすい地域社会づくり

事業（地域住民との交流イ

ベント等）：694,300円」へ

充当。 

【充当額：300千円】 

※詳細については参考資

料 2をご参照ください。 

2,800千円 

合計 13件 6,700千円 ― ― 16,700千円 
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外国人が暮らしやすい地域社会づくり事業（地域住民との交流イベント等） 

 

１.実施事業 

①やわたワールド写真展 in市民文化祭 

②やわたすぽーつまるしぇ 

③機械翻訳システム「ＸＭＡＴ」の導入 

 

２.事業概要 

①やわたワールド写真展 in市民文化祭 

＜概要＞ 

・多くの市民が来訪する市民文化祭において、外国人を含む市民が撮影した写真を展示

し、外国文化の紹介や出展者と来訪者との対話等を通じて、地域における相互理解の促

進及び外国人の日本語能力の向上を図る。 

・日本語教室等のチラシ配架等を通じて、地域における日本語教育の周知・啓発を図る。 

・当日は、スリランカ人（１名）、インドネシア人（１名）、ベトナム人（２名）がブース

内で、写真の説明などを通じて来訪者とのコミュニケーションを実施。 

＜日時＞ 

  令和６年 10月 26日（土） 午前 10時から午後４時 

＜場所＞ 

  第 52回八幡市民文化祭屋外部門（文化センター・旧庁舎前広場） 

＜来訪者＞ 

  300名 

＜出展数＞ 

  62作品（内訳 日本人：31作品、外国人：31作品） 

  ※外国人内訳：ベトナム 16 名、スリランカ５名、ネパール３名、インドネシア３名、

ミャンマー２名、シリア２名 

※金賞・銀賞作品には、やわたブランド「ヤワタカラ」を贈呈。 

 

参考資料２ 



②やわたすぽーつまるしぇ 

＜概要＞ 

・外国人と地域住民がスポーツを通じて交流を行うとともに、外国の食文化に触れる機会

を創出することにより、地域における相互理解の促進を図る。 

・日本人と外国人混合のチームを構成し、チーム内での対話を通じて、外国人の日本語能

力向上に寄与する。 

・日本語教室等のチラシ配架等をすることで、地域における日本語教育の周知・啓発を図

る。 

・当日は、日本人（44人）、ベトナム人（22人）、インドネシア人（８人）、中国人（３人）

が競技に参加し、スポーツを通じたチーム内での交流や、出店いただいたベトナム料理、

インド・ネパール料理などの食文化を通じた交流を実施。 

＜日時＞ 

  令和６年 11月 16日（土）午前９時から午後２時 

＜場所＞ 

 旧八幡第四小学校 

＜来場者＞ 

約 100名 

＜参加者＞ 

77名（内訳：日本人 44名、外国人 33名） 

※外国人内訳：ベトナム人 22名、インドネシア人８名、中国人３名 

＜実施結果＞ 

  総合優勝：Ａチーム（全６チーム） 

  実施種目：①大玉転がし②ドッヂビー③障害物競走 

  ※雨天により、玉入れは実施せずに終了。 

  ※優勝チームメンバーには、ヤワタカラの米（石清水 1.8kg）を贈呈。 

 

 

 

 



③機械翻訳システム「ＸＭＡＴ」の導入 

＜概要＞ 

  本市は 50 ヵ国を超える国籍の外国人が居住し、希少言語（シンハラ語、ネパール語、

アラビア語等）を話す外国人も多い。こういった状況下で、外国人住民への適切な情報発

信を行うため、日本語で作成した文書を外国語に翻訳することができる機械翻訳システ

ムを導入するもの。 

＜翻訳サービス＞ 

  ＸＭＡＴ（トランスマット） 

＜サービス利用期間＞ 

令和６年４月１日から令和７年３月 31日 

＜対応言語＞ 

100言語以上 

＜利用可能翻訳エンジン＞ 

・みんなの自動翻訳＠ＫＩ（商用版） 

・Google Translate 

・DeepL 

・Microsoft Translator 

・ｖAmazon Translate 

・Globalese 

・SAP Translation Hub 

 


